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資料６１－３－１

情報通信審議会情報通信技術分科会

ITU-T部会報告概要
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ITU-T部会の審議事項

「国際電気通信連合電気通信標準化部門（ITU-T）の活動への対処に
ついて」 （平成5年4月26日付け電気通信技術審議会諮問第2号）

国際電気通信連合電気通信標準化部門（ITU-T）の活動への対処として

（１）世界電気通信標準化総会（WTSA）に提出される勧告案に対する評価

（２）ITU-Tの研究課題の望ましい作業計画

について答申する。

• WTSAとは、ITU電気通信標準化部門(ITU-T）の総会であり、4年に1回開催。

• 開催日、場所：2008年10月21日（火）～30日（木）（10日間）、南アフリカ国ヨハネスブルグ

• 参加資格：主管庁（191加盟国）及び電気通信標準化部門セクターメンバー（306メンバー）

• 主な議題：

①SG会合から提出された勧告案・次期研究会期の研究課題の承認

②次期研究会期における研究体制の決定（SG構成の見直し）

③SG議長・副議長の選出 等

WTSA-08概要
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・各研究グループ（SG）からWTSAへ提出される勧告案はない。

（各SGからの勧告案ついてはAAP（代替承認手続き）により承認手続きがなされるため）

・電気通信標準化アドバイザリーグループ（TSAG）においては、勧告案（新規1件、改訂6件）
の承認及び決議案（改訂8件）の採択が審議

・今会合は決議35が効力を発する 初の会合。

・14のSGのうち12のSGで議長が2期目の任期を満了。

・この機会にSGの大幅な見直しを行うことが議論。

＜論点＞
１.【SG11】 『SG13及びSG19と統合』（欧州、アラブ、アフリカ諸国）と『SG11単独維持』（日中韓、米、露）の対立

２.【SG9及びSG16】 『SG9がSG16を統合』、『SG9単独維持』（米）、『SG9の一部研究課題を主にSG16へ移管』（欧）

３.【SG6】 『SG15と統合』、『SG6単独維持』

WTSA-08での主な論点

Ⅱ．次研究会期の体制の検討(ＳＧ再編）

Ⅰ. 勧告案等の承認

・IP網の問題を抜本的に解決する革新的な将来通信網（Future Networks）の研究（SG13)
・ＩD管理のフレームワークやアーキテクチャ、機能等についての研究（SG17) 等

各SGで新たな研究課題及び継続課題が提案されている。

Ⅲ. 次研究会期における研究課題

決議35
特定の者が長年にわたりSGの役職に留まる事態を解消し、新た
な人材の登用促進する観点から、SG議長、副議長の任期を2期8
年までに制限する決議。WTSA-2000で採択
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・各SGからWTSAへ提出される勧告案はないため特段問題ない。

・TSAGにおける勧告案及び決議案の評価は別紙１のとおり対処することが適当。

我が国のSG再編提案は、別紙２のとおりであり、我が国の提案が 大限に反映されるよう対
処することが適当。

＜主な論点に対する対処＞
１.【SG11関係】 プロトコルは通信方式の要。

ITUのvisibilityを維持し、世界規模の相互接続性を確保の観点からSG11単独維持を主張。

２.【SG9及びSG16関係】 ①SG9については、映像配信アプリケーションに関する課題を集約した新たなSGに発展させる。

②SG16については、ネットワークID、ホームネットワーク等のユビキタスアプリケーション

に関する課題を集約した新たなSGに発展させる。

３.【SG6関係】 SG6の研究課題をSG5及びSG15へ振り分け、単独SGとしては維持しない方向。

WTSA-08への対処について

Ⅱ．次研究会期の体制の検討(ＳＧ再編）

Ⅰ. 勧告案等の承認

SG再編の議論はあるものの、各SGで研究する次研究会期の課題の内容については「支持」

することが適当。（別紙３）

Ⅲ. 次研究会期における研究課題



表 WTSA－08で承認が求められる決議案及び勧告案（TSAG関係）

文書 勧告・決議名 主な改訂内容等 種別 評価

勧
告
案

A.1 ITU-Tに割り当てられた課題の研究寄書のための提案 用語の定義の追加及び削除 改訂 支持

A.2 ITU-Tに割り当てられた研究課題に関する寄書の発表方法 紙でのバックアップを不要にする。 改訂 支持

A.7 フォーカスグループ（FG）の作業方法及び手続き FG設立の権限を規定 改訂 支持

A.8 新規及び改訂勧告のための代替承認手続き 開発者ガイドのWPでの承認を規定 改訂 支持

A.11 ITU-T勧告及びWTSA議事録の出版 勧告及びリストの定期出版記述の削除 改訂 支持

A.12 ITU-T勧告の識別表示及びレイアウト 勧告の作成者ガイドの作成権限の改訂 改訂 支持

A.31 ITU-Tでのセミナー及びワークショップ編成の調整要件及びガイドライン セミナー等開催のガイドラインを作成 新規 支持

決
議
案

1 ITU電気通信標準化部門(ITU-T)の手続き規則及び作業方法 変更要求は寄書等で行うことを明記 改訂 支持

2 研究委員会の責任及び権限 SG再編及び課題の見直し 改訂 ※

17 発展途上国の利益に関する電気通信標準化 発展途上国の定義を他の決議と整合 改訂 支持

26 地域料金グループへの援助 用語の修正 改訂 支持

32 ITU-Tの作業のための電子的文書取扱いの使用強化 参照決議の修正 改訂 支持

38 IMT-2000活動のためのITU-T、ITU-R及びITU-Dの間の調整 IMT-Advancedへの呼称変更 改訂 支持

45 ITU-TのSGに横断的な標準化活動における効果的な調整とTSAGの役割 参照課題の修正 改訂 支持

52 技術的手法によるスパム対策 スパムの記述を詳細化 改訂 支持

54 地域グループの作成 決議26との統合 ※ 支持

• TSAG関係のWTSAにおいて審議される勧告案等は、第6回TSAG会合（平成20年7月2日～9日）において草案が合意されている。これら
の草案の検討には我が国も参加しており、いずれもITU-Tの標準化作業の効率的かつ効果的な実施を図る内容であることから「支持」。

• 決議2の改訂は、現在においても検討が行われているところであり、我が国の提案内容が 大限反映されるように適宜対処。

• 決議54は、SG関連の「地域料金グループ」が「地域グループ」と改称された場合には決議26と統合され、改称が承認されなかった場合に
は「継続」するという提言がなされているところ、我が国として特段支障はないことから「支持」。

• ICTと気候変動対策に関しては、我が国からITU-Tでの議論をさらに促進するための新たな決議案を提案（APT共同提案）

対処方針 ※ 対処方針参照。

別 紙 １
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Ⅰ.勧告案等の承認



現SG体制（2004-2008) <計14SG > 次SG体制（2009-2012)日本提案<計11SG>

ＳＧ２ (サービス提供、ネットワーク及び性能の運用側面)

ＳＧ３ (電気通信の経済的及び政策的事項を含む料金と会計原則)

ＳＧ４ (電気通信網管理)

ＳＧ５ (電磁的環境影響に対する防護)

ＳＧ６ (屋外設備及び関連屋内装置)

ＳＧ９ (統合型広帯域ケーブルネットワーク及び映像・音声放送)

ＳＧ11 (信号要件及びプロトコル)

ＳＧ12 (性能及びサービス品質)

ＳＧ13 (NGNアーキテクチャ、展開及び融合)

ＳＧ15 (光及びその他の伝達網)

ＳＧ16 (マルチメディア端末、システム及びアプリケーション)

ＳＧ17 (セキュリティ、言語及び電気通信ソフトウェア)

ＳＧ19 (移動通信ネットワーク)

TSAG (電気通信ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｸﾞﾙｰﾌﾟ)

ＳＧ Ａ （運用側面)

ＳＧ Ｂ (料金)

ＳＧ Ｃ (電磁的両立性)

ＳＧ Ｄ (映像配信アプリケーション) 

ＳＧ Ｅ (プロトコル)

ＳＧ Ｆ (サービス品質)

ＳＧ Ｇ (アーキテクチャ)

ＳＧ Ｈ (伝送網)

ＳＧ Ｉ (ユビキタスマルチメディアアプリケーション)

ＳＧ Ｊ (セキュリティ)

TSAG (電気通信ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｸﾞﾙｰﾌﾟ)

(統合、廃止）

(統合、廃止）

(統合、廃止）

Ⅱ.次研究会期の研究体制について① 別 紙 ２
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日本のＳＧ再編全体像



Ⅱ.次研究会期の研究体制について②

－ポイント－
１．現在の14SG体制を11SG体制に再編（TSAG含む。）。
２．SG13、SG19について、ネットワークのIP化により固定、移動の通信形態によらず同一のアーキテクチャとなる。

このため、NGNアーキテクチャを扱うSG13と移動通信ネットワークを扱うSG19を一つのSGに統合。
３．SG4について、テレコムオペレータの運用管理に関する課題は運用者側に関する課題であることからSG2へ移管。

試験・測定に関する課題は、機器の伝送網レベルでの接続性の課題であることから伝送網全般を扱うSG15へ移管。
４．SG6について、メタルケーブルに関する課題は、電磁波漏えいなど電磁防護と関係があることからSG5へ移管。

光伝送等に関する課題は、伝送網レベルでの接続性の課題であることからSG15にそれぞれ移管。

日本のＳＧ再編提案

SG Title 再編概要

A Operation ①SG2を基にしたサービス運用に関するSG、②SG4からテレコムオペレータの運用管理に関する課題（Q.1,2,6,7,8,9,10,11,12/4（Block 
4X））を移管、③SG17からIDNに関する課題（Q.16/17（Block 17B））を移管

B Tariff SG3を維持

C EMC* ①SG5を基にした電磁的環境影響に対する防護に関するSG、②SG6から、メタルケーブルに関する課題（Q.3/6及び5/6（Block 6D））を移管

D Video delivery 
application

①SG9を基にした映像アプリケーションに関するSG、②SG9のホームネットワークに関する課題（Q.10/9の一部）は、SG-I（UMA）へ移管、
③SG16から、映像アプリケーションに関する課題（Q.13/16及び21/16）を移管。

E Protocol SG11を維持

F Quality SG12を維持

G Architecture ①SG13とSG19を統合、②SG13のNGNのOAMと網管理に関する課題（Q.5/13（Block 13H））は、SG-H（SG15）へ移管、③SG17から、QoS
管理機能を持つエンドツーエンドでのマルチキャスト通信に関する課題（Q.1/17（Block 17D））を移管

H Transport ①SG15を基にした伝送網に関するSG、②SG4から、試験・測定に関する課題（Q.4/4及びQ.5/4（Block 4Y））を移管、③SG6から、光伝送等
に関する課題（Block 6A、6B及び6C）を移管、④SG13から、NGNのOAMと網管理に関する課題（Q.5/13（Block 13H））を移管

I
UMA**

①SG16を基にしたユビキタス・アプリケーション（ネットワークID、センサーネットワーク等）に関するSG、②あわせて、符号化方式に関する
課題の研究を行う、③SG16の映像アプリケーションに関する課題（Q.13/16及び21/16）は、SG-D（Video delivery application）へ移管、④
SG9から、ホームネットワークに関する課題（Q.10/9）を移管

J Security ①SG17を基にしたセキュリティに関するSG、②SG17のIDNに関する課題（Q.16/17（Block 17B））は、SG-A（SG2+SG4）へ移管、③SG17の
QoS管理機能を持つエンドツーエンドでのマルチキャスト通信に関する課題（Q.1/17（Block 17D））は、SGH（SG13+SG19）へ移管

TSAG TSAG TSAGを維持

* EMC = Electro-Magnetic Compatibility ** UMA = Ubiquitous Multimedia Application 6
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Ⅲ．次研究会期の主な重要研究課題例

別 紙 ３



次会期の重要研究課題（１） ～電気通信番号関係（課題A関連） （SG2関連）～

ＳＧ２の課題A （固定網及び移動体網の電気通信サービスのための番号、ネーム、ア
ドレッシング及び識別計画の適用）では、主に、電気通信番号の割当て及び基準に関
する審議が行われており、電気通信サービスの環境の変化等に従い、電気通信番号
に関する勧告等の見直しを図っていくこととしている。

ENUM （Telephone Number Mapping）について

電話番号を用いて、インターネット上のサービスを識別するメカニズムであり、一つの
電話番号で様々な通信サービスを対応づけることができる。

現在、国際的なトライアルが行われており、世界各国で実用化に向け研究開発が進め
られている。本課題では、将来の方向性を検討していくこととしている。

電気通信番号に係る主な検討事項

8



SG4では、NGNに対応したNGN管理アーキテクチャおよびその具体例であるIPTV管理を研究している。

次会期の重要研究課題（２） ～NGNにおけるIPTV管理 （SG4関連）～

○ 従来のTMNがオペレーションシステム間のインタフェースを規定していたのに対し、M.3060（NGN管理の原則）は
オペレーションシステム内の業務プロセス（ビジネスプロセスと呼ぶ）まで規定することにしている（下左図参照）。 2008
年初より、検討が開始されたIPTV管理は、本NGN管理アーキテクチャをベースにしたものであり、IPTVにフォーカスを
あてた業務プロセスの詳細化が次会期へ向けて進められている（下右図参照）。

Enterprise Management

Strategy, Infrastructure & Product Operations

Fulfillment Assurance BillingProduct
Lifecycle
Management

Infrastructure
Lifecycle
Management

Operations
Support &
Readiness

Customer Relationship Management

Service Management & Operations

Resource Management & Operations

Supplier/Partner Relationship Management

Strategic & Enterprise
Planning

Financial & Asset
Management

Stakeholder & External
Relations Management

Strategy &
Commit

Marketing & Offer Management

Service Development & Management

Resource Development & Management

Supply Chain Development & Management

Human Resources
Management

(Application, Computing and Network)(Application, Computing and Network)

Enterprise Risk
Management

Enterprise Effectiveness
Management

Knowledge & Research
Management

Customer

9
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ユビキタス社会の基盤を構成する情報通信ネットワークインフラにおける意図的な電磁波照射による通信障害および漏洩
電磁波による情報漏えい等、電磁的セキュリティの確保が重要な課題となっている。ＳＧ５では、2009-2012年会期におい
て、これらの物理的セキュリティの危険性評価、安全性基準、防護方法について引き続き審議を行い、我が国がラポータ・
副ラポータを任務し、5つの勧告案の策定を主体的に進めていき勧告化を図っていく。

次会期の重要研究課題（３） ～電磁環境に関する情報通信装置のセキュリティ （SG5関連）～

交通

流通／小売 金融

エネルギー／環境

メディア／サービス

運輸／物流

通信施設

HEMP

HPEM

Leakage
パスワード 1 2 3

4 5 6
7 8 9

0

ITU-T SG5 QＭ

交通
メディア／サービス

運輸／物流

金融

エネルギー／環境

流通／小売

情報通信装置の電磁環境によるセキュリティ脅威

電磁波・情報セキュリティ評価・基準・対策

対策

安心・安全な情報通信ネットワークインフラの構築

＜ITU-T SG5 仮課題Ｍ：作成予定勧告＞
- K.sec: “電磁波セキュリティに関する適用ガイド”
- K.hemp:    “HEMPの通信システムへの要求条件”
- K.hpem:    “HPEMの通信システムに対する脅威”
- K.leakage: “電磁波漏洩問題の試験・対策法”
- K.secmiti:  “電磁波セキュリティ脅威に対する対策法”

http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://userdisk.webry.biglobe.ne.jp/004/941/50/1/0905-1.gif&imgrefurl=http://kohtguchi.at.webry.info/200609/&h=302&w=320&sz=58&hl=ja&start=3&tbnid=L9aoPYnwGyYUPM:&tbnh=111&tbnw=118&prev=/images%3Fq%3D%25E7%2588%2586%25E7%2599%25BA%26gbv%3D2%26hl%3Dja
http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www13.ocn.ne.jp/~mkawa07/miscellaneous/satellite/h4.jpg&imgrefurl=http://www13.ocn.ne.jp/~mkawa07/miscellaneous/satellite/home.html&h=250&w=213&sz=8&hl=ja&start=422&tbnid=3Flc9TkSlactGM:&tbnh=111&tbnw=95&prev=/images%3Fq%3D%25E3%2583%2591%25E3%2583%25A9%25E3%2583%259C%25E3%2583%25A9%25E3%2582%25A2%25E3%2583%25B3%25E3%2583%2586%25E3%2583%258A%26start%3D420%26gbv%3D2%26ndsp%3D21%26hl%3Dja%26sa%3DN


SG６では、2009-2012年会期において、大量光設備の効率的な保守・運用に必要となる作業対象心線を簡
便に特定するための光心線対照技術について検討を進める。

次会期の重要研究課題（４） ～光ファイバ網の保守（SG6関連）～

試験装置

心線選択装置

通信設備ビル

光伝送装置

所内光配線架

光フィルタ

○ 複数の光ファイバの中から、所望の光ファイバ心線を特定する技術を光心線対照と呼ぶ。ＦＴＴｘの拡大に伴い、
大量の光設備を保守・運用する必要が生じている。通信サービスに影響を与えず、作業対象となる光ファイバ心線を
簡便かつ迅速に特定可能な本技術は、サービスの信頼性・作業効率の向上を実現するための重要課題である。

対照部

・ 光心線対照手段・方法の検討

・ 試験手順の検討

・ 要求条件の明確化

作業対象心線の特定

光伝送装置

光伝送装置

光伝送装置
対照用試験光

図 光心線対照の概要図

作業箇所
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次会期の重要研究課題（５） ～（SG9関連）～

SG9次期会合の研究課題

次世代映像配信
【課題A/9、N/9】

CATV関連技術
【課題H/9、I/9】

IPTV関連技術
【課題C/9 、D/9、E/9、J/9】

SG9では引き続き、映像及び音声伝送に関して、伝送レイヤ、プラットフォー

ムレイヤ、プレゼンテーション・アプリケーションレイヤの全てのレイヤにつ
いての研究を行う。

伝送レイヤ プラットフォームレイヤ
プレゼンテーション・

アプリケーションレイヤ

LSDI、3D/多視点/自由
視点、サーバ連携アプリ

ケーブル伝送技術
(ケーブルモデム等)
の高度化

IPTV、(品質監視)、ミドルウェア
API、DRM、ホームネットワーク接
続、サービス提供プラットフォーム

レイヤ

主な
研究
項目

SG9
課題
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SG11では、信号要件及びプロトコルが検討項目であり、近年は特にNGNに関連した信号要件及びプロトコ
ルについて議論が行われている。

次会期の重要研究課題（６） ～リソース制御と信号要求条件とプロトコル（SG11関連）～

○ リソース制御関連では、NGNにおいて転送機能の制御や品質制御をリアルタイムにおこなうための信号要求条件やプ
ロトコル、ネットワークの資源管理、トラフィック管理のための信号方式の検討を行っている。日本主導でH.248ベースの
ルータ制御（Rw）インタフェース、及びSNMPベースのNW情報収集（Rc）インタフェースについての勧告が承認済みである。

O
th

e
r N

G
N

s
Service Stratum

Q.3300:Q.33xxシリーズフレームワーク文書【07年9月合意】
Q.3320 Q.33xxシリーズフレームワーク文書【10年5月合意予定】

サプリメント59（TRQ.ｒｓｆ）：リソース制御のシーケンス、パラ
メータマッピング【08年1月承認】

サプリメント59（旧TRQ.rsf）

：勧告草案 ：補足文書草案

RACF

Service Control Entity

Network 
Attachment 

Control Entity

TRC-PE

Rn

Transport Stratum

PE-PE

PD-PE

TRE-PE

Transport Physical Entity

Ru

Rw

Rs

Ri

Rd

Rc

Rp Rt

Q.33xxシリーズ全体像

CP-PE

Rh

Ver 1:Q.3308.1：プロトコル候補TR-069【09年12月合
意予定】

Ver1:Q.3301.1：Diameterベース【勧告化済】
Ver2:Q.3321.1：Diameterベース【09年12月合意予定】

Ver 1：Q.3306.1:プロトコル未定【08年9月合意予定】

RdIF

Ver 1：Q.3307.1：Diameterベース【08年9月合意予定】

RiIF

Ver 1:Q.3305.1：Diamaterベース【08年1月合意】
Ver.2 Q.3325.1：Diameterベース【10年5月合意予定】

RsIF

RtIF

Ver 1:Q.3302.1：RCIPベース【勧告化済】
Ver 2:Q.3322.1：RCIPベース【09年12月合意予定】

RpIF

RhIF

:Q.qcp：QoSコーディネーションプロトコル【09年12月合意予定】

QoSコーディネーションプロトコル

Q.FlowStateSig：NGNにおけるフローステートアウェアアクセスQoS制御
のためのリソース制御プロトコル【09年12月合意予定】

FSAプロトコル

:Q.PCNApp：(PCNを使用するためのRwIFの拡張【09
年12月合意予定】

PCNの適用

Ver 1:
Q.3304.1：COPSベース 【承認済】
Q.3304.2：SNMPベース 【承認済】
Ver 2
Q.3324.1：COPSベース 【10年1月合意予定】
Q.3324.2：SNMPベース 【09年12月合意予定】

RcIF(NW情報収集IF）
Ver 1:
Q.3303.0: Overview【承認済】
Q.3303.1: COPSベース【承認済】
Q.3303.2: H.248ベース 【承認済】
Q.3303.3: Diameterベース 【08年1月合意】
Ver 2:
Q.3323.1: COPSベース【09年12月合意予定】
Q.3323.2: H.248ベース 【09年12月合意予定】
Q.3323.3 Diameterベース 【10年05合意予定】

RwIF(ルータ制御IF）

9月会合で合意予定

9月会合で合意予定
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SG12では、IPTVに代表される映像配信サービスのユーザ体感品質を、サービス提供中に評価可能な
P.NAMS（Non-intrusive parameteric model for the assessment of performance of multimedia streaming）モデ
ルの開発を推進している。

次会期の重要研究課題（７）～映像配信サービスのインサービス品質管理に供する品質推定モデル（SG12関連）～

○ P.NAMSモデルは、IPパケットのコンテンツ情報を除くヘッダ情報のみからマルチメディア品質を推定す
るモデルである。本技術は、IPパケットのヘッダ情報のみから品質評価を行うため、品質評価に必要となる
計算パワーが少なく、ホームゲートウェーやセットボックスなどの端末に組み込み易い点に優れている。

IPパケット パラメータ抽出部 品質推定部

評価仮定
- コーデック

例. H.264， AAC-LC
- 符号化パラメータ

例. フレームレート，
サンプリングレート
- コンテンツ

品質データベース

マルチメディア品質

ブロック機能

入力：IPパケット

評価仮定：品質評価に必要な仮定．ただし，IPパケットヘッダに

は，コンテンツ及び符号化パラメータに関する記述がない
ため，予め，どのようなサービスに対し品質評価を実施す
るか仮定を置くが必要ある．

出力：マルチメディア品質

パラメータ抽出部：IPパケットヘッダ（例．IP，UDP，RTP，TSヘッ

ダなど）から品質に影響を与えるパラメータ
（例．ビットレート、パケット損失率など）を抽出
する。

品質推定部：パラメータ抽出部により抽出されたパラメータ及び，
評価仮定に対応する品質データベース（符号化方
式やコンテンツに関する品質データベース）を用い
マルチメディア品質を推定する．

図．P.NAMSモデルの概要図
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SG13では、今会期に検討が進展したNGNならびにユビキタスに加え、
次会期では、分散制御技術の有効な活用や、現在のIP網の課題を抜
本的に解決するFuture networksに検討が移行することが想定される。

次会期の重要研究課題（８） ～Future networks （SG13関連）～

• Future network (FN)と称し、現在の通信網の課題を抜本的に解決する技術方
式の確立と標準化を目指す。

• 検討の観点：スケーラビリティ、ユビキタス性、セキュリティ、耐久性、移動性、多
種多様な通信技術の連携、品質確保、再構築性、利用シーン（コンテキスト）へ
の適用、保守運用の容易性、通信網の仮想化、経済性。

• 想定される関連技術要素：intermittent network capabilities, DTN 
(delay/disruption-tolerant networks), vehicular/airborne networks, programmable 
and cognitive radio networks, network virtualization等

• 検討の進め方：既存通信網の課題を特定し、既存標準化技術との差分分析を
したのち、新たな規定の検討を行う。
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次会期の重要研究課題（９） ～OTNよるイーサネット転送方式（SG15関連）～

・EthernetのOTN転送には大別して、既存レート使用方式と信号直接収容方式の２つがある。
・10GbE転送方式に関してはSupplement文書を作成したが、100GbEの転送方式はOTU4規定と合
わせて議論が進展中。

・既存レート使用方式: 既存OTNビットレートを使用し、Ethernet信号を分割収容
メリット： 既存装置との整合性、

デジタルクロスコネク
トへの適用性が良い

デメリット： 帯域利用効率が低い

Over-
head

Over-
head

10GbE LAN PHY（10.3125b/s）ODU2-2v
(9.9953b/s)

・信号直接収容方式: 既存OTNビットレートを高速化し、Ethernet信号を直接収容
メリット： シンプルな構成

光クロスコネクトへの
適用が可能

デメリット： 既存ビットレートの変
更がともなうOver-

head

ODU2e
(11.096b/s)

10GbE LAN PHY（10.3125b/s）

既存レート使用方式 信号直接収容方式

GbE
G.709 (OTN IF)
G.7041 (GFP)

※OTU4および収容方法
の議論が進展中

規定なし

10GbE G.Sup43
(10GbE over OTN)

40GbE 未規定

100GbE 未規定(OTU4)

OTU4レート OPU4ペイロード 多重，クライアント収容

112Gb/s 104Gb/s
2 x ODU3 + 2 x ODU2

100GbE直接収容

130Gb/s 120Gb/s 3 x ODU3

174Gb/s 160Gb/s 4 x ODU3

審議中のOTU4規格案
各種Ether信号のOTN網転送方式規定
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SG16では、IP網の上で動作するリアルタイム会話型マルチメディア・システムにつ
いて、ITU-TのH.323とIETFのSIPを超えた新しい世代のシステムAMS (Advanced 
Multimedia System) の標準化を推進している。

次会期の重要研究課題（１０） ～高度マルチメディア・システムAMS（SG16関連）～

狙い

従来のシステムが、通信制御、メディア処理が一体化した実装を想定したアーキ
テクチャであったのに対し、AMSは通信制御とメディア処理を機能分割し、多様な

メディアやその入出力デバイスを自在に組み合わせてマルチメディアを実現する
アーキテクチャを志向する。

映像

音声
データ

テキスト

通信制御

検討経過

・ 2005年はじめ頃から作業開始

・ 2007年7月AMSの新課題12/16を設立

・ 現在、要求条件の収集をほぼ終了

・ アーキテクチャとプロトコルの検討中

・ プロトコル記述にはXMLを使用予定
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次会期の重要研究課題（１１） ～ ID管理アーキテクチャとメカニズム（SG17関連） ～

ＳＧ１７において、新たにID管理の課題が設立されることとなった。これまでにFocus Group、GSI
として活動してきたものである。ネットワークにおいてIDの管理は重要な要素の1つであり、認証の
みならず、アクセス制御、権限委譲、ローミング制御等、幅広く利用可能である。

関連勧告案
・X.1250 (X.idmreq)
相互接続が可能な広域ID管理に必要とされ
る要求条件として、共通のID管理モデル、

エンティティタイプ、機能、基本的なサー
ビス、ID発見サービス、相互互換・ブリッ

ジング、セキュリティ・ポリシー、等を説
明している。
・ X.idif
ID関連情報を利用者が制御、および、交換

するためのフレームワークと機能の要求条
件を定義している。IDプロバイダー間で情

報を交換する際に、不要な情報の流出を防
ぐために、利用者が開示される情報を制御
出来るようにすることを想定している。

ネットワークへのアクセスや、ネットワーク上で提供されるサービスでは、別々の管理主体によりIDが管理され
ており、利用者の負担となっている面がある。また、IDの盗難による被害も拡大しており、適切な管理・利用も
求められている。IDをより汎用的、または、より安全に利用するためのフレームワーク、機能、要求条件、相互
接続方法等について研究が行われる。

将来的なID管理システムの概念図



SG19では、発展するIMT-2000システム及びbeyond IMT-2000システムを構成するために、どのようなアー
キテクチャ、詳細仕様、リリースが各SDOで作成されているか、について確認する。

今会期では、各SDOで承認がなされたIMT-2000関連仕様書の仕様を確認し、3GPP及び3GPP2参照勧告
としてQ.174xシリーズの勧告化を行ってきたが、次会期もその活動の継続が提案されている。

次会期の重要研究課題（１２） ～発展するIMT-2000システム及びbeyond IMT-2000システムの確認 （SG19関連）～

ITU-T SG19 3GPPs

標準化機関パートナー
ARIB, ATIS, CCSA, 
ETSI, TIA, TTA, TTC

実質的な仕様の作成参照勧告の作成

仕様書

通信事業者
/ベンダ

技術提案活動

仕様書リスト

勧告番号 タイトル 刊行日

Q.1741.1 IMT-2000 references to release 1999 of GSM evolved UMTS core 
network with UTRAN access network

2002.04

Q.1741.2 IMT-2000 references to release 4 of GSM evolved UMTS core network 
with UTRAN access network  

2002.12

Q.1741.3 IMT 2000 references to Release 5 of GSM evolved UMTS core network 2003.09

Q.1741.4 IMT 2000 references to Release 6 of GSM evolved UMTS core network 2005.10

Q.1741.5 IMT 2000 references to Release 7 of GSM evolved UMTS core network 2008.9.12
AAPコンセント予定

勧告番号 タイトル 刊行日

Q.1742.1 IMT-2000 references to ANSI-41 evolved core network with cdma2000 
access network

2002.12

Q.1742.2 IMT-2000 references (approved as of 11 July 2002) to ANSI-41 
evolved core network with cdma2000 access network

2003.07

Q.1742.3 IMT-2000 references (approved as of 30 June 2003) to ANSI-41 
evolved core network with cdma2000 access network

2004.01

Q.1742.4 IMT-2000 references (approved as of 30 June 2004) to ANSI-41 
evolved core network with cdma2000 access network

2005.04

Q.1742.5 IMT 2000 references (approved as of 31 December 2005) to ANSI-41 
evolved core network with cdma2000 access network

2006.09

Q.1742.6 IMT-2000 References (approved as of 31 December 2006) to ANSI-41 
evolved Core Network with cdma2000 Access Network

2007.08

Q.1742.7 IMT 2000 References (approved as of 31 August 2007) to ANSI-41 
evolved Core Network with cdma2000 Access Network 

2008.9.12
AAPコンセント予定

3GPP2参照勧告

3GPP参照勧告
参照勧告作成の流れ

参照勧告リスト

標準化機関
パートナーが設立

各パートナーの標準化プロセス
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ITU-Tにおける今会期のＳＧ及びＴＳＡＧ議長等

（2005～2008年）のＩＴＵ－Ｔの標準化体制と日本からの役職者

ＳＧ 主な活動内容 議長 日本からの役職者

ＳＧ２ サービス提供、ネットワーク及び性能の運用側面 Mrs. M-T Alajouanine (仏)

ＳＧ３ 電気通信の経済的及び政策的事項を含む料金と
会計原則

Mr. K-S Park (韓) 副議長 津川 清一（KDDI）

ＳＧ４ 電気通信網管理 Mr. D. Sidor (米) 副議長 藤井 伸朗（NTT）

ＳＧ５ 電磁的環境影響に対する防護 Mr. R. Pomponi (伊)

ＳＧ６ 屋外設備及び関連屋内装置 Mr. F. Montalti (伊)

ＳＧ９ 統合型広帯域ケーブルネットワーク及び映像・音声
放送

Mr. R. R. Green (米) 副議長 松本 修一（KDDI）

ＳＧ１１ 信号要件及びプロトコル Mr. Y. Hiramatu (日) 議長 平松 幸男（大阪工大）

ＳＧ１２ 性能及びサービス品質 Mr. J-Y. Monfort (仏)

ＳＧ１３ NGNアーキテクチャ、展開及び融合 Mr. B. Moore (英) 副議長 森田 直孝（NTT）

ＳＧ１５ 光及びその他の伝達網 Mr. Y. Maeda（日） 議長 前田 洋一（NTT）

ＳＧ１６ マルチメディア端末、システム及びアプリケーション Mr. P-A Probst (スイス) 副議長 内藤 悠史(三菱電機)

ＳＧ１７ セキュリティ、言語及び電気通信ソフトウェア Mr. H. Bertine (米) 副議長 渡辺 裕 （KDDI）

ＳＧ１９ 移動通信ネットワーク Mr. J. Visser (加) 副議長 田村 基 （ドコモ）

ＴＳＡＧ 電気通信ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｸﾞﾙｰﾌﾟ Mr. G. Fishman (米) 副議長 岡村 治男（SCAT）

（参考）
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